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【１　組織の概要】

１　組織名及び組織の概要等　

　安田清掃有限会社

　旭川市工業団地５条３丁目３番３号

  700万円

　取締役　安田志津吉　（H13年9月1日就任）

　代表取締役　安田典充　（R4年11月13日就任）

　取締役　美津子　（H13年9月1日就任）

　取締役　美智子　（H13年9月1日就任）

　16人＋0～1（パート）人

S58年に安田商会を創立し、産廃の古物商等の事業を開始し、H12年に

一廃の収集運搬事業を追加し、H13年に法人化をした。更に、H18年に

　旭川市の家庭ごみ収集運搬業を受託したことで事業が大きく発展した。

　また、H22年に産業廃棄物処分業（発砲スチロール溶融加工）を開始した。

２　事業の内容と許可の内容

3  事業の規模

一般廃棄物収集運搬量

産業廃棄物収集運搬量

廃プラ類の破砕・溶融量

 　売上高

 　総従事者数

　（敷地面積）

金属くず金属くず回収業 旭東金第1号再交付H.15.1.31

㎡ 1,165.41 1,165.411,165.41
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80.00

作業所 ㎡ 206.88 206.88206.88
床面積

事務所
286.88

㎡ 80.00 80.00

万円 17,300 15,00016,700

人 16 1616

kg 571,908 464,762537,001

kg 2,060 2,5202,420

                                   年度
区分 単位 2022年 2020年2021年

kg 3,791,737 125,0521,239,630

 産廃収集運搬業
　　　　　　（道庁）

R.元.06.21 第00１00019960
号

燃えがら、汚泥、廃油、廃酸、廃ｱﾙｶﾘ、廃ﾌﾟﾗ類、紙くず、木くず、繊
維くず、動植物性残さ、ゴムくず、金属くず、ｶﾞﾗｽくず・コンクリート及
び陶磁器くず、鉱さい、がれき類、ばいじん。以下、石綿・水銀使用製
品産業廃棄物を含む（積替え保管なし）R.06.06.20

産廃処分業
　　　　　（旭川市）

H.30.03.28
第05020019960号 破砕・溶融…廃ﾌﾟﾗスチック類

H.35.03.27

 一廃収集運搬業
　　　　　（旭川市）

R.4.04.17
第200008号 一般廃棄物（し尿及び浄化槽汚泥を除く、）

R.6.04.16

役 員 等

従 業 員 数

事 業 経 歴

許可期間 許可番号

名 称

所 在 地

設 立 年 月 日 平成13年9月1日

資 本 金

代 表 者

産廃収集運搬業
　　　　　（旭川市）

R.2.04.29

第05010019960号

燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃ｱﾙｶﾘ、廃ﾌﾟﾗ類（含む石綿産廃）、紙く
ず、木くず、繊維くず、動植物性残さ、ゴムくず、金属くず、ｶﾞﾗｽくず・
コンクリートくず及び陶磁器くず（含む石綿産廃）、鉱さい、がれき類
（含む石綿産廃）、ばいじん。以上、汚泥、廃酸、廃アルアリ、廃プラ
類、金属くず、ガラス・コンクリートくず及び陶磁器くずは水銀製品使
用産廃を含み、燃え殻、汚泥、廃酸、廃アルカリ、鉱さい、ばいじん
は、水銀含有ばいじんであるものを含む。（積替え保管あり）

R.07.04.28

会 長

許可対象産業廃棄物



４　環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

　　環境管理責任者　代表取締役　安田典充

　　　連絡先 安田清掃有限会社　        e-mail   : yasuda6f`amber.plala.or.jp

　　　電話　 (0166)－36－5578 FAX　 (0166)－36－7151

５　施設及び処理の状況

　①　廃棄物収集運搬車

　②　処分（中間処理）業

　処理施設の種類 　破砕溶融機（SPB-10)

　処理産廃の種類 　廃プラスチック類

　設置年月日

　設置場所 　旭川市工業団地５条３丁目７９８番8

　処理能力（方式）   0.08ｔ/日（8時間） 0.01ｔ/日（時間）

　構造・施設の概要 　2軸回転破砕・電熱溶融方式

　　2)　保管場所…旭川市工業団地５条３丁目７９８番8

　　№1　保管産廃の種類…廃プラ類、金属くず、ガラス・コンクリートくず及び陶磁器くず

　　　　　保管の面積…14.07㎡・保管の上限量…28.14㎥

　　№2　保管種類…廃油　・保管の面積…1.68㎡・保管の上限量…800L

　　№3　保管種類…廃プラ、金属くず、ガラス等くず（含む水銀使用製品産廃）

　　　　　　　　　　　・保管の面積…1.87㎡・保管の上限量…3.08㎥

　③　組織体制（部門別人員配置図、環境保全技術資格種類別人数、処理業講習受講状況）

　　ⅰ　組織体制

（兼務1名） （7名） （5名）

　　ⅱ　処理業講習受講状況

　　　・　産業廃棄物収集運搬業に関する受講（平成30年11月13日第518093035号）

　　　・　産業廃棄物処分業に関する受講（平成28年11月17日第616153102号）

平成22年3月1日

事務部門 委託部門 廃棄物部門
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2

ダンプ 旭川100は540…5,800、旭川100さ1980…2650 2

バン 旭川88そ3391…2,000、旭川8100さ7225…2,950 2

バン 旭川11つ8997…3,550、旭川100す9594…2,800

塵芥車

旭川800は970…3,650、旭川800は623…3,650、旭川800は1202…2,900

7旭川80011157…4,150、旭川88そ4313…2,150、旭川800は1384…3,350

旭川800は934…3,400

キャブオーバー 旭川11つ2665…1,600、旭川100は2426…5,300 2

運搬車輌の種類 車輛の内容（登録番号…最大積載量…kg〉 台数

会長　　取締役
評価チーム

兼務（2名）
取締役（2名） ＥＡ事務局

（兼務1名）

代　表　　取締役(兼務)環境管理責任者



　④　事業場の処理（発砲スチロールの破砕・溶融加工）工程図

　⑤　廃棄物処理実績 （’22年度）

　ⅰ　一般廃棄物収集運搬の実績 （単位：t）

　ⅱ　家庭ごみ運搬の実績 （単位：ｋｍ）

　ⅲ　産業廃棄物収集運搬の実績 （単位：ｋｇ）

　ⅳ　産業廃棄物中間処理の実績 （単位：ｋｇ）

運搬走行距離

200 220 200 0 0 2,060

3月 計

廃プラ溶融量 200 210 180 240 220

- 3 -

190

9月 10月 11月 12月 1月 2月4月 5月 6月 7月 8月

200

61,120 35,957 36,728  　合　計 44,570 46,975 65,716 72,127 42,809 40,562 571,90840,934 44,270 40,140

0 0 0 0

0 0 0

0

0

汚泥 0 0 0 0 0 0 0

蛍光灯 0 0 33 0 0 0

0 0 0 0 0 0

330 0

3,880 2,370 510 760

0 2,450 2,390 1,340 12,630安定型混合物 0 0 0 0 1,500 4,950 0 0

廃油 0 15 110 13,877 1,569 80 17,160

選別不能物 0 5,550 0 11,340 12,350 1,340

0 87 68 104 1,170 80

40,360890 1,370

23,550 20,450 18,420 19,442

1,330 1,440 1,450 1,480 19,580燃えがら 2,020 2,020 2,200 1,610 1,380 1,660 1,390 1,600

繊維くず 0 0 0 0 0 0 160

動植物性残さ 22,350 19,090 20,760 25,880 29,130 21,760

0 0 0 0 160 0

266,18225,720 19,630

0 0 0 0

10 1,720 320 230 3,890木くず 0 0 460 430 720 0 0 0

がれき類 0 0 0 0 1,280 0 5,080

石膏ボード 0 0 0 0 0 0

0 200 3,600 0 0 0

00 0

9,430

ガラス等くず 0 3,020 2,500 0 2,450 3,160 0 0

0 0 0 0 3,100 4,630

490 0 2,680 0 14,300

金属くず 0 0 1,700 0 0 0

13,590 2,800

12月 1月 2月 3月 計

廃プラ類 20,200 17,000 37,870 18,990 11,090 12,600 182,7405,060 18,230 13,680 11,630

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

973.6 3,791.7

3,614 3,656 3,289 3,059 3,550 3,328

107.4 119.7 130.8 113.5 114.9 870.4

40,0373,174 3,314 3,131 3,159 3,499 3,264

3,238.5

21.7 15.0 17.5 8.3 11.5 13.1 13.6 11.4

117.2 102.1 102.8 762.4 762.4 775.6

12.2 108.0 123.1 198.0 553.2

99.6 100.7 110.6 102.7

2月

95.9 106.6

9月

121.3 115.7 128.0 111.0

可燃物

不燃物

合  計

事
業
系

885.5

有価物 ⇒ 売却

4月 5月 6月 7月 8月

受託受入 ⇒ 発砲スチロールの破砕・電気溶融 ⇒ インゴット ⇒

3月 計10月 11月 12月 1月

0 0 0 0 0

50

313

00 0 0 0 0 0 0石綿含有産業廃棄物

0 0 50 0

0 0 0 0

0 280 33 0

0 0 0 0 0 0 0水銀灯

ナトリウムランプ



⑥　金属くず回収業 （’22年度） （単位：ｋｇ）

【２　対象範囲】

　①　認証登録範囲：会社の全組織(本社・工場）とする。

　　所在地：〒078-8275  北海道旭川市工業団地５条３丁目３番３号

　②　活動の内容：会社が経営する全事業は次のとおりである。

　　ⅰ　一般廃棄物の収集運搬　

　　ⅱ　産業廃棄物の収集運搬及び廃プラスチック類の中間（破砕・溶融加工）処理

　　ⅲ　金属くず回収業

　③　環境経営レポートの対象期間及び作成年月日

　　ⅰ　対象期間　　2022年4月～2023年3月　　

　　ⅱ　作成年月日　2023年6月25日　　

【３　環境経営方針】

記

　・　廃棄物の資源化に努めます。

　・　電力及び化石燃料の節約に努めます。

　・　環境汚染防止に努めます。

　・　この環境方針は、従業員に周知すると共に、社会に公表します。

2019年10月1日 制定

安田清掃　有限会社　

代表取締役　安田志津吉

12月 1月 2月 3月 計9月 10月 11月

金属くず 26,952 30,420 32,210 12,886 6,300 12,524 7,740 17,030

積極的にとり入れて日常からその改善に取り組み、廃棄物処理法及び地域社会の

ル ー ル を 遵 守 し な が ら 地 域 社 会 の 発 展 に 寄 与 す る こ と を 目 的 に 、 当 面 次 の
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環境経営方針
弊社は、地球資源が有限であることを重視し、廃棄物の循環資源化に努めることで

　地 球 資 源 の 保 全 に 貢 献 す る こ と を 理 念 と し て い る。　　　　　　　　　

弊社の事業では、「廃棄物の運搬」及び「廃プラスチック類の切断・溶融施設」において

使用するエネルギーが環境負荷の主なものであり、今後は環境マネジメントシステムを

12,380 0 0 0 158,442

4月 5月 6月 7月 8月

　事 項 を 環 境 経 営 目 標 に 定 めて 推 進 す る。

印



【４　環境経営目標】

　中長期の環境経営目標は、次のとおり定める。

　電力

　ガソリン

　軽油

　灯油

　水道水使用量

　廃棄物排出量

（注）　目標作成の理由

　ⅰ　電力のCO2排出調整後係数は、北海道電力のH29年値（0.666）を使用した。

　ⅱ　CO2の排出量は、電灯のLED化・ガソリン車はハイブリットへ転換を行っており、軽油は廃棄物の

　　運搬に使用するため削減は厳しいが、省エネ法を参考に5年間で5％削減に挑戦することにした。

　ⅲ　水道水・廃棄物排出量についても、上記と同様に5％削減に取り組むことにした。

　ⅳ　廃プラの資源化及び廃棄物の運搬は、会社の事業目的のため、常に努力はしているが自社の

　　努力より社会経済の影響が大きいため参考値とした。

【５　環境経営計画】

１　総エネルギー投入量の削減

　①　消費電力の削減

　　・　使用していない部屋及び休憩時間は、消灯する。　

　　・　事務機器及び蛍光灯は、交換時期には省エネタイプに取り替える。

　　・　廃プラの溶融加工施設の効率的使用を図る。

　②　暖房等燃料の効率化

　　・　冬期間の暖房は、温度計を設置して21度±１℃を守る。

　③　自動車燃料の効率化　

　　・　車の更新時は省エネ車への変更する。

　　・　冬期間の初期運転以外は、アイドリングＳＴＯＰを励行する。

　　・　急発進及び急加速等アクセルむらのない安全運転を励行する。

　　・　車輛の自主点検の励行する。

＋20％ ＋25％

産廃 741.0 ｔ ＋5％ ＋10％ ＋15％ ＋20％

-4％ -5％

増
大

　廃プラの資源化量 2,520 kg ＋5％ ＋10％ ＋15％

15.9 kg -1％ -2％ -3％

＋20％ ＋25％

運搬受
託量

一廃 1,371.8 ｔ ＋5％ ＋10％ ＋15％

＋25％

85.0 ㎥ -1％ -2％ -3％ -4％ -5％

3,333.0 Ｌ -1％ -2％ -3％

77,824.0 Ｌ -1％ -2％ -3％ -4％ -5％

-4％ -5％

-4％ -5％

3,162.0 Ｌ -1％ -2％ -3％ -4％ -5％

'20年度 '21年度 '22年度 '23年度

削
減

 　CO2排出量 226,079.9 kg-CO2 -1％

項目 2018年 単位 '19年度

-2％ -3％ -4％ -5％

上
記
の
内
訳

14,503.0 kwh -1％ -2％ -3％

年度 基準値 中長期目標

参考 家庭ごみ走行 44,618 km
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２　廃棄物排出量の削減

　①　飲料水等の容器は、資源化対象物として有効活用をする。

　②　茶殻は、絞って脱水をし減量化を実施する。

【６&７ 環境経営⽬標の実績及び評価並びに次年度の取組内容】
 １　 2020年度の実績対比は、次表のとおりであった。

　電力

　ガソリン

　軽油

　灯油

　水道水使用量

　廃棄物排出量

２　分析・評価は次のとおり

　ⅰ　C０2の排出量は、上記表のとおり省エネ活動の他にコロナ禍の影響が大きく事業量が落ち込んだ結果

　　約10.05％削減した。しかし、ガソリンだけが増加したが営業活動を活発にしたため止むを得ないと評価した。

　ⅱ　水道水は、2㎥削減をしたが車輛の洗浄する機会が少なかったと判断をした。

　ⅲ　廃棄物の排出量は増加したが、従業員が排出する弁当がらやペットボトルで、かつ、家庭ごみの運搬

　　途中は外で食事を採り会社内で排出するケースが少なく全量資源化している。

　ⅳ　事業量（資源化量、一廃・産廃の運搬量）は、一廃の運搬量が増加した以外は何れも減少しており、

　　コロナ禍等社会的要因が大きく影響をしたため止むを得ないと評価をした。

　ⅴ　家庭ごみの走行距離は、組合参加の事業のため、参考値とするが、約10.3％減少した。

　以上の結果、コロナ禍が大きく影響したが、現状と乖離したため目標を見直しをした方がいい。

３　環境経営計画

　事業内容等に変化がないため、このままでいい。

1.3
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36

176.4% 237.0

産廃 741 ｔ 46.3 +10% 571.9 -169 -23%

-18.3% 128.8
増
大

　廃プラの資源化量 2,520 kg 157.5 +10% 2,060 -460

16 kg 1.0 -3％ 21.0 5

一廃 1,372 ｔ 85.7 +10% 3,791.7 2,420運搬受
託量

削
減

 　CO2排出量

4,411.6

-51.1% 101.8

85 ㎥ 5.3 -3％ 83.0 -2 -2.4% 5.2

3,333 Ｌ 208.3 -3％ 1,628.9 -1704

12,709.3

上
記
の
内
訳

14,503 kwh -17.9% 744.1

3,162 Ｌ 197.6 -3％ 3,988.5 826 26.1% 249.3

項目 2018年 単位 目標 実　績 基準値差 増減率

77,824 Ｌ 4,864.0 -3％ 70,585.5 -7238

226,080 kg-CO2 14,130.0 -3％ 203,349.4 -22,731

906.4 -3％ 11,906.0 -2597

32.2%

対象期間 基準値 従事者
総数16
人対比

2021年4月～2022年3月 従事者
総数16
人対比

-参考 家庭ごみ走行 44,618 km - - 40,037 -4581 -10.3%

-10.05%

-9.3%



【８　環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無】

　①　環境関連法規は、'21年4月1日に行政機関のＨＰ等で改定等をチェックして当社に必要な法律

　　を次表のとおり確認したので、適切と評価している。

　　　適用法令 　　　　主な要求事項 　確認状況

廃棄物の投棄・焼却の禁止規定 遵守確認

無許可営業の禁止規定 遵守確認

処理施設の設置許可規定 遵守確認

廃棄物処理法 産廃の処理（運搬・保管・処分）基準 遵守確認

産廃の委託基準 遵守確認

管理票の交付・回付・報告規定 遵守確認

道路運送車両法 車両の排ガス・騒音基準 車検で確認

水質汚濁防止法 公共水域へ油流出に関する措置・報告規定 事例なし

古物商法等 古物（金属くず等）の営業施設許可 遵守確認

　②　環境関連法規のうち特に廃棄物処理法は、当社の事業に直接関係する法律で事業継続上の観点

　　から違反することはないが、過去３年に関係当局から違反の指摘がなく訴訟の事実もありません。

　　

【９　代表者による全体の評価と見直し結果】

　１　環境経営方針

　　事業等について、変更がないため、改訂をしない。

　２　環境関連法規

　　ⅰ　環境関連法規について、当社に係る事業に関し改定がなかったこと。

　　ⅱ　環境関連法規の遵守を確認しており、「環境関連法規一覧表兼遵守確認記録簿」は変更しない。

　３　環境経営目標と環境経営計画

　１　環境経営目標は、次のとおりとする。

ⅰ　中長期目標は、2022年度を基準値とし、2023年から2027年の5カ年とする。

ⅱ　CO2排出量等の削減率は、±0％とする。

ⅲ　事業の増加率は、社会経済に左右されるため＋αとし評価の対象外とする。

　２　環境活動の内容は、変更しない。

　組織体制が変更になったため、実施体制表を変更する。

　5　その他

　特になし。
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　４　システム・実施体制


